
誕よく適合していたものと言え，飛弾黒錯鉱山の典型で．

あるo
　（10）利賀鑛山　．　　　　　　マ

　位置及び藁逼　富山縣東礪波郡利賀村大勘場。金福線

井波駅の南方約』35kmに当り小ラック路がある（1日1

回）Qトラック積場一現場間は片道式軽索道4段1，700m

があるo

　鑛床『柘橿石片聯岩中の土状叉は孚鱗状鉱床で，走向

N25・蜘，傾斜40～45・Eで殆んど変化なく，1條約30Gm

を追跡し得るが，レンズ1伏に断続しているoこれに対し

4本の鑓押し坑がある。

　第2坑は調査当時着脈していない。第1坑は主要なレ

ンズ3個を数えることが出来る。第1レンズ厚さ中央で

2m，延長15m，第2レソズ厚さ中央でL5m，延長20

1n，第3レソズ厚さ中央1m，延長15m以上，各レン

ズの未端は李行して重なり合つている。、

　第3坑は小レンズ2～β條が平行して存在し鉱況は不

．艮o

　第4坑は1部露天堀で厚さ0．6ん0．8m，延長10m

・のもの1條，第4坑以南の高所には点々と露頭が蓮らな

るが，未探鉱でその規模が明かにされていないo

　鑛石品位　鉱石は結晶質ではあるが，鱗片が微細で普

通孚鱗駄と呼ぼれるものに属する微密塊状鉱である。分

析値は次の通りo

　現況その他　かつ〔探掘された事があるが，『当時の情

’況は不明であ，るび昭i和24年春開発に着弓三11月i迄に，200

tを探掘o未出荷o

　料　所弊分糊発灘鯖
50

54

55

第3坑第1坑第1切効

第1坑第2切羽

2。85

1。88

1．55

70嶺68　6．13

72．ヱ0．4．83

74。71　5．64

20．34

21．19

18・101

　探掘は坑内手堀り，坑内で手選を行つて出荷する予定

であるo

　労務者坑外11人，坑内16入，月妬Otの割で操掘を

進めつ』ある（冬季5カ月中止）o

　蓮搬は片道式（フックにカマス．（δ貫メ入）をかけてお

としフックは入背でもどす）4段でかなり費用を要し，

トラックは約40km，1日1回調査当時t当り1．350円

を要したQ

鉱区富山縣試掘登録第1595

　鉱業権者　明治黒錯株式会融

結言　本鉱床ぱいわゆる孚鱗状黒錯鉱床に属し，飛揮

地方の他の鉱床に比すれば，鉱床規模も大きく，品位も

高いが，同檬な牛鱗状の高清水・千野谷の両鉱山に比べ

ると，品位低く，鉱量も探鉱不充分でいまだ充分とは言

えない◎從？て今後は鑓押し掘進を進める他に，鋸入解

により準行脈を探り，又現在の脹の南延長方向の試掘が

塑まれる。

蓮搬は他に類を見ぬ程不便で，角川駅までの道路の改

修，索道の改良が行われないと今後皐業続行は困難と見

られる。（昭餌年10月調査）

553・672：622．1（522．5）

熊本縣葦北郡佐敷町白石エ業株式会融苦友石調査報告

濱一地　忠　男黄・井　上　秀雄甚

R6sum6

Do亘omi重e　De夏》osft　of　Sashiki　Distriet，

　　　K朋ma斑oto　Prefecture．

　　　　　by
　　　　　　　　　　　k
Tadao　Hamachi＆Hideo　Inoue

　Small　dolomite　lenticular　bodies　are
sporadica1ヱy　enclosed　in　Palaeozoic　l至mestone

bed　and　qu3nf亘ed　in　a　small　scale．

＊薦岡支所

地質月報調査斯第2巻第2號昭和26年

　Total　prob＆bleαe　reserve　amounts　to

about24，000tons　with伽e　assumed　grade　as

17％玉n　MgO　content

　　　　　　　要　 約

　（1）白石工業株式会赴勝有の苦友石鉱床は熊本縣葦北

郡佐敷町白岩に在り，鹿兇島本線佐敷駅北方約2kmの

位置に在る。

　（2）附近弛質は秩父古生暦に属する粘板岩・砂岩・珪，

岩・輝緑凝亥岩及び石灰石よわ成りナ走向はN600～7凶

E・傾斜は南方に奈勺700である0

　3）苦荻石は石友石中に散在し，個々の鉱体り形1伏は

37一（101）



比較的不規則であるが，傘体としてその賦存帯は略々古

生暦の走向方向に延ぴたレンズ煉或は帯状奪なし，これ

ら賦存幣に於ける苦次石の賦存率は20～30％である。

　（4）現在5カ所で小規模に探掘され・搾定鉱量合計

2・4×104tである。品質は選鉱を充分行えばMgO17％

程度は確保出来るものと思われる。

　（5）現在八幡製鉄所及び長崎製鋼所に月約300t出荷

しているが，八幡製鉄所の佐敷地区割当月500t（他に

九州石次工業株式会肚を含む）では現状以上出荷しても

需要がなく，操算困難である。

　（6）栃木縣葛生の苦友石が現在豊富に出荷されてお

り，北九州までの蓮賃を加算した債格でも競雫すること

が出来ない（苦衣石の賦存牽低く，操掘條件が悪いため

『原慣が高い）。從つて原慣の切り下げに努力すべきであ

り，第2操石場附近に主力を集中し，或は第1採石場南

部の飯田罠所有地を探掘すべきである。

　　　　　　1。緒　 言

　昭和％年9月5日より12日まで熊本縣白石工業株式

会肚所有の苦友石鉱床の調査を行つた・なおこの苦友石

鉱床は既に昭和釦年本所河野技官に依り概査されたが，

今回再調査を行つた。会杜側の地形図（実測であるが，

等高線等精密なものではない）により地質図を作製した・

　　　　　2．・位置及び交遇

白石工業株式会枇所有の土地は鹿兇島本線佐敷駅北方

約2kmの鬼ケ城より國道佐敷燧1道南口南方約200m

に至る東西約1km，南北約500mの地域で，海抜100～

200mである◎採掘個所は5ヵ所で第与採石場は佐敷町

より佐敷太郎峠に至る旧道の西側にあり，燧道に依り西

方の第1操石場に連絡している。第5探石場以外は何れ

も國道附近にあり，佐敷駅まで3．5～4．4kmで交通は，

便利である。

　　　　　3・地質及び鑛床
当地域を構成する地暦は所謂秩父古生層に属する粘板

岩・砂岩・珪岩で，石友石及び輝緑凝荻岩を挾有する。走

向はN600～700Eで南方に約70。傾斜する。

石荻石は鬼ケ城鶴木山（九州石次工業株式会肚）間に発

達し，第1操石場附近では幅約150m，西部では粘板岩

を挾み，國道に沿つては300m『の聞に，石友石が分布
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第2圖　 白石二C業會融苦灰石鑛床第二探石所附近略圖

する。叉第1及び第5探石場を連絡する燧道丙では幅約

20mの輝纏疑亥岩を挾む。

　苦友石は石次石中に胚胎せられ，その賦存状態は臼杵・

津久見地区及び佐敷地区の九州石灰工業株式会祉のそれ

と同檬であるo帥ち，苦友石は石亥石中に略々：走向方向

に延びた小レソズ歌或は帯状をな．して賦存し，個々の鉱

体は延長数魚～乃至40《めOmであるが，詳細に見れ

ば個々の形は可成り不規則である。

苦友石は肉膜で容易に石友石と識別される。印ち新鮮

な面では苦友石は石友石に較べて白昧を帯び粒度大であ

る。風化面では石次石は李坦であるが，苦友石は條線が

縦i横に発達す1るo

　　探石場各説

　（1）第1採石場

　昭和23年より探掘されたが，既に飯田氏の所有地と

の境界に接して残鉱は殆んどない・表土は約1mで，

裂目に沿つて表土が崩壌し七いる。部分的に良質な苦友

石が賦存するが，大部分は比較的悪く，現在迄の苦友石

と石友石との操石比率は3対7位である。

　（2）第2採石場

　昭和18年1より採掘され，西方南耽10m余，東西30m

余切り割られており．，北部は粘板岩に接している。現在

当会肚の操掘場の主力をなすものである◎

　（3）第3探石場

　國道傍にあり，粘板岩を挾有するので，石次石の幅は

数mに過ぎず，從つて現在の二つの切羽では何れも切羽

面に粘板岩が露出して崩壊し易く，採掘條件は悪い。現

切羽の北々西約100mの地点に幅30m程度の旧切勿

が二段あるが，崖の露出には苦友石は見られない。』

　（4）第4探石場

佐敷燧道（國道）南方約300mの國道の東側の崖を採

掘しているが，幅2～3mで小規模である0

　5〉第5操石場
　佐敷太郎峠南方旧道の西側に切弱があり，西側のみ採

掘されている◎この切鷹南北に晦30m備灘、
約20mセ，ヒの切羽面の苦次石の賦存率は約20％で良

質のものは少ない。土の爽みが多く崩壊し易い。第1切

弱まで216mの燧道により蓮絡しているる

　（6）燧道内の苦友石（第1及び第5採石場間）

燧道の西入口より10mり弛点から英苦石の露出し，

比較的良質であり，第1探右場の苦友石の延長と思われジ

賦存帯の幅は・・Om程度である。』
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　（6）西部燧道西出口の苦友石

幅2解3m，高さ生Omの露頭があり，品質優良であ

るが，後述の飯田氏所有地内露頭の西方の延びと思われ

るo

　（7）第3及び第4、採石場間の露頭

第3及び第4探石場問の山頂附近の石衣石の露頭中に

点々と苦友石が見られるが，小規模で探掘條件が悪く，

稼行出来る．かどうか疑問である。

　（8）飯田氏所有地の露頭

　第1操石場に南隣して飯田氏所有地があり，石荻石の

露頭が大塊をなして分布し，幅F20～30m，長さ約10ゆ

mrの範囲に苦灰石が点々と分布している。

　（9）石井石亥工業株式会肚所有地の苦次石

　第2及び第3採石場の聞の石井石次並業所有地に苦次

石が2個所にあるが，東部のものは既に操掘し審されゲ

西部には飛だ隣鉱がある。策部は昭和10年頃より採掘

され，’操掘跡は110m×25m位の面積であるが，苦友石

と石次石との操石比率は2対1であつたというから，こ

の地区では最も纒まつた鉱床であつたと思われる。

　　　　　　4・品質及び鑛量

　採取試料を本所技術部化学課で分析した結果は亥の通

りである。

床の状況が朗ら一かな範囲のみ，これを推定鉱量として算

定した。

　（1）第1採石場

　会批め所有地は残り少ないが，二つの鉱体をそれぞれ

高さ5m・厚さ5m・長さ10m此重2：7・賦存率30％と

して　　　約600t

　（2む第2採石場

　幅25m・高さ25m・長さ40m．賦存寧20％

　　　　約14，000t
　（3）第3採石場

　極めて少量

　（4）第4探石場

　幅10m・高さ10m・長さ25m・賦存率20％

　　　　　約ち300t
　（6）第1及び第5採石場闘の燧道内．

　幅10m・高さ10m・長さ20m・賦存率30％

　　　　　約1，700t

　印ち白石工業株式会蔵所有地丙殖合計推定鉱量として

2，4×10耗を得た5

　上の数学は現在の採掘地並以上の部分で，地並以下の

苦次石或は第3及び第4採石場間の露頭簿は，採掘條件

を考慮に入れ，鉱量算定の対象として取上げないo

番号

1
2
3
幾

5
6
7
8
9

工Q

11

12

13

14

Sio2（％）　、Fe203（％）

0．86

0．58

1．90

2．50

1．32

4．06

1。31

0。56

0．74
0。5＄

0．66

1．63

1．86

0．45

0．33

0．21

0。19

0．2S

O．26

0．21

0．31

0．21

0．31

0ボ31

0．21

0．28

0．31

0．28

MgO（％）lg．1・ss（％）

15．77

19．52

16．54

17．G3

16．82

16．3｛

16．36

18。78

17。28

17．97

19．＄6

18．80

15．57．

18．61

46．22

47．01

45．69

46，31

46，22

44．79

45．66

46．59

46．56

46．、81

46．78

46』06

46。03

46．40

備 考

第岳操石場，切羽，苦次石平均品位

第4採石場，出荷砿石平均品位

第1採石場，東部苦友石ギ均品位

第5採石場，北部苦次石寧均品位

第5採石場，出荷砿石畢均品位

石井石荻工業，西部選砿済砿石準均品位

石井石次工業西部，切羽平均品位

石井石次工業西部，最も良いと思われる苦荻石，

第3探石場，出荷砿石準均品位

第2操石場苦友石（東部），築均品位

第2採石場，苦衣石（Nα10より西部）の準均品位

西部燧道西出口苦灰石準均品位

第1探石場西部苦次石雫均品位

第1及び第5採石場間燧道内苦次石耶均品位

（註）Sio2％として表示したものは試料を塩酸で処理した所謂不溶解残査であるが，その量が少量

　　且つ白色である点から，殆んどSio2％と見倣して支障ないものと思われる。

分析結果、よMgO％が比較的多く，優良な結果を示し

ているが，八幡製鉄所に出荷している砿石は12～14％

を示すことがあり，選鉱を充分に行えばMgO17％程度

には確保出来ると思われる。

前に述べたように，苦亥石億不規則に石友石中に賦存

するので，鉱量算定ほ困難であり，各操石場で比較的鉱

　他に当地域内に石井石友工業株式会杜所有地内に約

5，000t，飯田氏所有地内に約17・000t『の鉱量が推定出

来る。

　　　　　　5．沿箪及び現況

昭和16年春買山し，昭和18年5月より探掘された。

現在蓬の出荷量は次の逓りである。

40一一（10f）



昭秘8年19年20年21年22『年23年24年
　　　　　　4月～
　　　　　8月）
約600t約2，000t6Ut　O

　　　’（4月～
　　　　8月）
700t3，200t1，470t

探掘：何れも露天掘で第2操石場（コンプレッサー2

　　　台，50HP，15HP，墾岩機1台）以外手掘で

　　　あるo

蓮搬：國道を自家用トラック或は馬車で佐敷駅まで

　　　蓮搬するが，3・5解4・4kmで比較的便利であ

　　　るq
從業員：45名（内職員4名）一

出荷先：主として八幡製鉄所，一部長崎製鋼所であ

　　　るo
現在石友石は全然利用されていな、・が，将来石友或は’

タソカル製造のため，工場敷地を建設中である0

　　　　　　　6．結　　語
　当地域の苦友石はその賦存状況が臼杵・津久見地区，或

臆西方の九州石友工業株式会融のそれと同一であるが，

臼杵・津久見地区に較べると鉱床の規模が小さいo操掘

切羽に於ける苦友石の賦存率は20・》30％である◎從つ

て操掘條件悪く，葛生の石次岩が豊富に出廻つている現

在では，北九州の工場に於ても慣格の点で競箏が非常に

困難である◎

　品質は充分選鉱に留意すれば，Mgo　i7％を確保出来

ると思われる。鉱量は鉱床歌況が比較的明瞭で，既に開

発されている場所で24×104t推定される。

　この砿山の唯一の利，点は小蓮邊が3。5～4．4kmで雰

臼杵地区の砿山（20km前後）に較べると短いことそあ

るo

新しい鉱体の発見も必要ではあるが，当地域の地質及

び鉱床の状態から見て大きな期待はかけられない。寧ろ

第2採石場附近に採掘主力を集中し，第1操石場南方の

飯田氏駈有地内の，比較的纒まつた鉱床も開発して原償蜀

下げに努力すべきである。（昭和雛年9月調査）

553・672：550・8（522．86）＝622．1

／

大分縣北海部郡津久見町南津留村・大野郡田野村・淵登村附近

　　　　　　　苦茨石鉱床調査報告

和田利雄＊濱地忠男罧
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Dolo撒玩e　Depos重ts　＆round　TSuk賑mi．

　　］ma曲葺，〇三ta　Prefecture．

by

Toshio　Wada　and　Tadao　Hamachi

　The　dolomite　deposits　are　developed　in
tわe　area　of　Tsukumシmachi，Minamiltsuru－

mura，丁鼻noマmura，and　Kawanobo盛mura，
along『1萱mestone　beds　of　the　Palaeozoic　agα

丁丘ey　occur　as　flatt　or　i汀egular　Ienticular

’bodies　of　general　EW　trend　and　high　inc1シ

nation　and　they　consist　of80～30％dolomite

and　20～70％　1imestone．

　Thedolomitelensvariesfromabout15m
to60血in　thickness　and　from　about20m，

to200m萱ndiameteL
　The　total　probable　ore　reselves　ar6estシ

mated－as　about1，053，000metric　tonsl

＊鑛床部　　　　　＊＊彪岡支所’

　地質調査所月報第2聡第2●號昭和26年

　　　　　　　L緒　　言
　筆者等は昭和鍛年1月18日より28日まで大分縣下

の苦衣石砿床の調査を行つた。なおこの調査には井上秀

雄が加わつたo試料の分析は本所分析課で行つたo

本地域に分布する探掘業者は次の通・りである。

　　　　　　2．操掘業者

北海部津久見町一株式会赴五十川ドロマイト砿業所

北海部郡臼杵町一宮崎砿業株式会肚

北海部郡臼杵町一足立砿業株式会融

北海部郡臼杵町一小野砿業所

北海部郡下北津留熊崎駅前一安東砿業所

大野郡川登対一大豊砿業所

　　　3・位置及び交遽1附図1参照）

本地域の苦次石砿床は大分縣北海部郡津久見町，同郡

南津村・大野郡田野村・川登村一精に存在する。

　　　　　　　　　　　　徒歩　　　2km
津久見町・・一¢日豊本線津久町駅→奥川内部落→

　　　　　　　　　　　　4km　　　　索道
　　　操掘場（五十川ドロマイト）
　　　　　　　　　　　　徒歩（トラック）・

南津留村一∵一日豊本線津久見駅　　　　　　→彊原

　　　　　　　　　　　　　12km
41一（10弓）




